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「宇宙開発とは、宇宙というフロンティアに挑戦し、
人類が活用できる領域を開拓していくこと」 ではないか人類が活用できる領域を開拓していくこと」 ではないか。

〈フロンティアの開拓〉
宇宙科学の推進、
有人宇宙開発

等

〈安全で豊かな社会〉
災害への対応、

地球環境問題への対応
等 等等

知（科学）の源として
技術の源として
感動の源として

人々の日常生活に
必要不可欠な技術

〈技術開発〉
「豊かな社会」と「宇宙への旅立ち」「豊かな社会」と「宇宙への旅立ち」

を実現するための技術開発

今日の宇宙活動はこれまでの技術開発が、
将来の宇宙活動は今日の技術開発が

○フロンティアの開拓は 新たな知（科学） 新たな技術 人間の活力の源泉である感動を

将来の宇宙活動は今日の技術開発が
支えている

○フロンティアの開拓は、新たな知（科学）、新たな技術、人間の活力の源泉である感動を
生み出す源である。その源を基にして技術開発がなされ、安全で豊かな社会が築かれる
ものと思う。



○例えば、国際宇宙ステーション（ISS）を構築し、運用・利用していることは、地球低軌道

というフロンティアを人類が常時活動できる領域として開拓しているものと解釈できるというフロンティアを人類が常時活動できる領域として開拓しているものと解釈できる。
また、未踏峰の地へ挑む活動は、人類が新たなフロンティアへアクセスする共通的技術
を獲得するものと位置付けられる。

人類にとって 宇宙というフロンティアに挑戦し 人類が活用できる領域を開拓していくこ人類にとって、宇宙というフロンティアに挑戦し、人類が活用できる領域を開拓していくこ
とは、次世代が安全で豊かな社会を築くための「明日への投資」であると思う。

○文部科学省への期待○文部科学省 の期待

• 上記のような宇宙開発を可能とする基本的能力（知力（科学）、技術力、事業を進め
るシステムやマネジメント能力、人材など）を獲得するための施策に重点を置いてい
ただきたいただきたい。

• また、同時に、安全で豊かな社会を築くための基本的知識と共通的技術を獲得する
ための施策を推進していただきたい。

○「文部科学省における宇宙分野の推進方策」で掲げる、「宇宙を知る」、「宇宙を支える」、
「宇宙を使う」の３つの取組の方向性は、このような考え方で整理されているものと理解
している。敢えてお願いするならば、「知る」を「拓く」と掲げてはいかがでしょうか。している。敢えてお願いするならば、 知る」を 拓く」と掲げてはいかがでしょうか。

以上


